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―それぞれの心がこもった６年生を送る会― 
 ３月４日は、６年生を送る会をしました。１年生と手を

つないで入場した６年生、首には３年生がかいてくれた似

顔絵を下げていました。「ありがとう さようなら」の全校

合唱や呼びかけの後、２年生が代表して、縦割り班みんな

で作った色紙を６年生にプレゼントしました。その後、各

学年から６年生に、今までの感謝の気持ちを込めて、歌や

踊りや呼びかけなどのプレゼントをしました。そして、６年生からは、谷川俊太郎：作の「と

もだち」という詩の群読発表がありました。「ともだちっ

て・・・。」という文が続き、最後の方では、「だれだって ひ

とりぼっちでは いきてゆけない。ともだちってすばらし

い。」と結んでいる詩でした。とても素敵な詩を、その大切な

内容を一人一人がかわるがわるしっかりと伝えて、下級生に

プレゼントしてくれました。６年生も下級生も、ありがとう

の心がこもった送る会になりました。 

 

 

―いじめに関するアンケートへのご協力ありがとうございました― 

今回のアンケートは、県内全ての公立小学校・中学校・高等学校・特別支援学校等の

児童と保護者の両方にご記入いただくアンケート調査でした。普段のアンケートよりも

具体的な内容の質問であったこともあり、いろいろな情報が収集され、これまで把握で

きていなかった子どもたちの関わりやトラブル、登下校中の出来事などを把握すること

ができました。一般的に、今の子どもたちは、体を使った遊びよりゲームで遊ぶことが

多く、縦のつながりが薄く、同学年でも関わり方が苦手な子が多いと言われていますが、

本校の子どもたちにもその傾向が見られます。 

この調査結果をもとに、子どもたちの関わりの改善を図るように指導するなどして、

必要な対応を行っています。そして、今後も、継続して様子を見守って参ります。更に

は、子どもたちが、友達や人との関わり方を学ぶ貴重な機会として捉え、相手を尊重す

る心、思いやりの気持ちを持って接する力を育んでいきたいと考えております。 

来年度も年２回の同様の調査を行ってまいります。ご協力よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 先日は、今年度最後の授業参観・全体会・

学級懇談会等にご参加いただき誠にありが

とうございました。その中で、今年度の成

果・課題等についてお知らせしましたが、

その他にも、成果の一つとして、対外的な

催し等に積極的に参加した子どもたちがたくさんいました。 

２学期後半では、１１月１２日に「最上地区理科・総合

自由研究発表会」があり、そこには３・４・６年生 6 名が、

夏休み中に取り組んだ理科の自由研究を発表し、全員優秀

賞をいただいてきました。その後、１７日には、「泉田フ

ェスティバル」がゆめりあで開催されました。本校児童は、

ダンスクラブや昔語りの児童が参加し、６年生が劇「クラ

リーナ国の陰謀～アカリーナ国のフェスティバルの行方～」を上演し、

フィナーレを飾りました。 

また、２月には、「新庄市子ども語り祭り」が歴史セン

ターでありましたが、４・５・６年生の 6 名が参加し、休

み時間等で練習して覚えた昔語りを、大勢の来場者の前で

表現力豊かに語ってきました。その一週間後には、「新庄

市子ども芸術学校の「ちゃれんこ」公演」があり、本校の

ダンスクラブが出場を依頼され、４・５・６年生が参加し、

躍動感あふれるダンスパフォーマンスを披露しました。 

 学習面でも、漢検や数検に挑戦した子どもたちもおり、

漢検は年２回で計４４名が、数検は年１回で、１４名がそ

れぞれ合格することができました。 

校内の行事等での活躍だけでなく、対外的な催しに、積

極的に参加する子どもたちが増えてきており、参加意欲も

素晴らしいのですが、そういう経験を積むことで、子ども

たちの更なる成長につながるため、これからもいろいろな

ものに挑戦する子どもたちが増えていくことを願っています。 

 

 

 

 


